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赤
字
が
生
じ
る
資
本
的
収
支
に
対

し
、
現
金
の
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価

資
本
的
収
支
単
体
で
見
る
と
赤
字
が

生
じ
ま
す
。

償
却
費
な
ど
の
経
費
が
計
上
さ
れ
る

収
益
的
収
支
は
、
必
ず
現
金
の
余
剰

が
生
じ
、
資
本
的
収
支
の
赤
字
は
そ

れ
ら
の
現
金
余
剰
額
で
補
填
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
表
②
の
資
本
的
収
支
と
収
益
的
収

支
を
合
わ
せ
た
今
後
12
年
間
の
資
金

状
況
の
見
通
し
を
見
る
と
、
平
成
32

年
度
ま
で
は
資
金
が
確
保
さ
れ
る
も

の
の
、
平
成
33
年
度
以
降
は
資
金
不

足
と
な
り
、
平
成
40
年
度
の
累
積
不

足
額
は
11
・
75
億
円
に
達
す
る
見
込

み
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
下
水
道
事
業
の
経
営

健
全
化
策
と
し
て
、
経
費
の
圧
縮
や

不
採
算
地
区
の
事
業
見
合
わ
せ
な
ど

を
進
め
て
い
く
も
の
の
、
下
水
道
使

用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
今
年
度
は

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で

の
下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

検
証
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
も
経
費
の

削
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

の
、
平
成
33
年
度
か
ら
資
金
不
足
が

生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
使
用

料
引
き
上
げ
の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
34
年
度
以
降
は
、
人

口
減
少
に
よ
る
汚
水
量
の
低
下
な
ど

に
よ
り
、
さ
ら
に
多
額
の
資
金
不
足

が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
大

き
な
引
き
上
げ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
可
能
性
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ
は
市

民
生
活
に
影
響
を
与
え
ま
す
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
後
年
度
に
大
き
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
も
支
障
を
来
す

　
本
年
度
策
定
し
た
経
営
戦
略
は
、

今
後
４
年
ご
と
に
内
容
を
更
新
す
る

予
定
で
、
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

も
併
せ
て
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
検
証
の
結
果
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

社
会
経
済
情
勢
や
市
民
生
活
に
与
え

る
影
響
、
将
来
の
経
営
見
通
し
な
ど

も
勘
案
し
、
使
用
料
の
改
定
を
行
う

か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。

　
現
在
の
下
水
道
使
用
料
は
平
成
10

年
度
に
改
定
し
た
金
額
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
、
経
費
の
削
減
に
努
め
な
が

ら
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
安
定

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
使
用

料
が
適
切
な
水
準
に
あ
る
か
検
証
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
め
、
市
は
、
平
成
30
年
に
下
水
道

使
用
料
の
引
き
上
げ
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
引
き
上
げ
幅
や
引
き
上
げ
時
期
に

つ
い
て
は
、
市
の
考
え
方
が
決
ま
り

次
第
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
で
お
知
ら

せ
す
る
ほ
か
、
平
成
29
年
１
月
以
降
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
を
行
う

予
定
で
す
。

　
説
明
会
の
開
催
日
程
は
、
広
報
の

ぼ
り
べ
つ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町

内
会
の
回
覧
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
ま
た
、
方
針
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

利
用
者
の
代
表
や
専
門
的
知
識
を
も

つ
方
を
中
心
に
組
織
す
る
『
下
水
道

事
業
運
営
審
議
会
』
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
市
議
会
に
も
意
見
を
伺
う

予
定
で
す
。

　
今
後
は
、
下
水
道
事
業
の
健
全
化

の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
き

ま
す
が
、
特
に
、
使
用
料
の
改
定
に

つ
い
て
は
、
審
議
会
や
市
議
会
か
ら

の
意
見
を
参
考
に
、
よ
り
良
い
結
論

を
出
す
と
と
も
に
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
で
は
、
設
備
投
資
に

関
す
る
支
出
と
そ
の
財
源
（
借
入
金

や
国
か
ら
の
補
助
金
）
が
計
上
さ
れ

る
ほ
か
、
過
去
の
借
金
の
元
本
返
済

金
も
支
出
と
し
て
計
上
さ
れ
る
た
め
、

資本的収支と収益的収支を合わせた
今後12年間の資金状況の見通し表②

下
水
道
使
用
料
の
検
証

下
水
道
使
用
料
の
改
定

資
本
的
収
支
の
見
通
し

資
金
状
況
の
見
通
し
と

今
後
の
課
題

問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
�
９
０
５
２
）

7 下水道事業のこれから

今後12年間を見据えて
下水道事業のこれから


